
１．はじめに 

高速道路の維持管理は、橋梁やトンネルなどの構造物の維持管理に加え、道路利用者の走行時路面の安全性

を確保するための路面清掃や路上点検、道路利用者の利便性を向上させるために道路の交通情報提供を途切れ

させないための保守点検、道路利用者にパーキング施設などを快適に使用して頂くための施設清掃業務などが

ある。 

ここでは、道路利用者に対して直接的な影響がある路上点検などの日常維持管理業務をマネジメントするた

めに「阪神高速道路維持管理ロジックモデル（HELM：Hanshin Expressway Logic Model）」を設定し、それら

をＰＤＣＡサイクルに従い適切に評価・検証する手法を提案した。 

２．ロジックモデルとは 

ロジックモデルとは、最終的な成果（ここでは「顧客満足度の向上」や「道路通行車のリスク軽減」等）を

設定し、それを実現するために、具体的にどのような中間的な成果が必要か、さらに、その成果を得るために

は何を行う必要があるのかを体系的に明示することである。 

ロジックモデルは、具体的な活動から最終的な成果に至るまでの中間段階で起こりうるであろう様々な出来

事を要素として示し、それら要素間の関係を１本もしくは複数の線でつなげることによって、成果達成のため

の道筋・手順を明らかにする役割を果たす。通常、施策・事業対象の変化・改善度合いを表すアウトカムにつ

いては、数段階（例えば、中間・最終の 2 段階）にブレイクダウンして表現する。 

 

表－1 ロジックモデルの要素 

要素 内容 
インプット 
（資源・活動） 予算・人員など、施策を実施するために投入される資源および活動 

アウトプット 
（結果） 職員の活動が行われたことによって生み出される結果 

中間アウトカム 
（成果） 

活動・結果がなされたことによって生じる、比較的短期間で顕在化する（であろう）

成果。 
最終アウトカム 
（経営目標） 

その施策が目指している最終的な成果。一般に、達成されるまでに長い期間を

要し、施策の枠を越えた外的要因に影響されることもある。 

 
 

３．ＨＥＬＭの構築と各指標値の設定 

日常維持管理業務が最終的には道路利用者の走行安全性を確保するために行う作業であることは、これまで

も概念的には理解されてきた。しかしその因果関係の理解は、これまでの担当各個人・部署レベルにおいては

概念的には意識されてきたが、体系的・組織的に整理されたものはなかった。そこで、現場作業担当者へのヒ

アリングや、日常維持管理業務の実施状況などを分析することにより、HELM を作成した。 
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図－1 ＨＥＬＭ（Hanshin Expressway Logic Model）の樹形図（一部） 

 

HELM においては、インプットを日常維持管理

業務の活動状況・頻度、最終アウトカムを道路利

用者が享受する走行時の安全性の確保とし、中間

段階で考えうる因果関係を整理・指標化した。そ

れにより、インプットとアウトカムの関係を定量

的に評価することが可能となった。その概念図を

図-１に示す。 

４．ＨＥＬＭと維持管理業務におけるＰＤＣＡサ

イクル 

HELMの構築、各指標値の算出から、日常維持

管理業務内容の見直しに到るまでのフローを図-

２に示す。年毎・月毎などに各段階の指標値を把

握・評価することにより、アウトプットやアウト

カムの変化をベンチマークすることが可能とな

る。そうすることにより、日常維持管理業務を効

率的・効果的に実施するためのＰＤＣＡサイクル

を確立でき、最終アウトカムを実現するためのパ

フォーマンス最大化、アカウンタビリティ向上を

図ることが可能となる。 

５．まとめ 

高速道路の維持管理を、道路利用者からの目線に立つことによりロジックモデルを用いて整理し、それらを

ＰＤＣＡサイクルに従い適切に評価・検証することにより、より効率的・効果的な維持管理を行う手法につい

て報告した。今後、ロジックモデルにおいて設定する各指標のデータを、路線毎・区間毎などの単位で継続的

な計測・データ蓄積を行い、また道路利用者の利便性を把握するために顧客満足度調査結果等を継続的に実施

していくことにより、各維持管理作業に関する管理水準の構築を進めているところである。管理水準の構築に

おいてはリスクの視点による最低管理水準と適切な管理水準等を設定すべく検討を進めていく予定である。 
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図－2 維持管理のＰＤＣＡサイクル 
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